
　
市
で
は
、
誰
も
が
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、「
第
2
次
成
田

市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
23
〜
27
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
も
の
で
、
計
画
に
は
、
基

本
理
念
、
基
本
目
標
、
目
標
の
実
現
に

向
け
た
課
題
や
取
り
組
む
施
策
・
事
業

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
そ
の
目
的
は
、

市
民
・
事
業
所
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
共
同
で
施
策
や
事
業
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
意
識
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
の
反
映
に
努

め
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
の
趣
旨

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
を
は
じ
め
、
働

き
方
や
家
族
形
態
の
多
様
化
な
ど
、
社

会
経
済
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
誰
も
が
そ
の
人

権
を
尊
重
さ
れ
、
責
任
を
分
か
ち
、
個

性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
「
成
田
市
男
女
共
同
参
画

計
画（
平
成
18
〜
22
年
度
）」
を
進
め
る

と
と
も
に
、
平
成
22
年
5
月
に
「
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
意
識
は
変
化
し
て
き
て
い
る

も
の
の
、
多
く
の
皆
さ
ん
は
意
識
に
と

ど
ま
り
、
行
動
に
表
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
人
一
人
が
行
動
に

踏
み
出
す
一
層
の
努
力
と
、
そ
れ
を
支

援
す
る
環
境
整
備
の
推
進
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民
・
事

業
所
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
豊
か
で

活
力
の
あ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
「
第
2
次
成
田
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」（
平
成
23
〜
27
年
度
）を
策

定
し
ま
し
た
。

　
基
本
理
念

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
一
人
一
人
が
意
識
か
ら
行
動
へ

移
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
意
識
か
ら
行
動
へ 

〜
男
女
が
響
き

合
う
ま
ち　

成
田
を
め
ざ
し
て
〜
」
を

基
本
理
念
と
し
、
諸
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

意識から行動へ　～男
ひ

女
と

が響き合うまち　成田をめざして～
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基
本
目
標
と
施
策　

●
基
本
目
標
Ⅰ　
男
女
の
人
権
の
尊
重

　

男
女
の
人
権
の
尊
重
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
根
幹
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
性
別
に
か
か
わ
ら

ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」
に
関
す
る
施
策

に
努
め
ま
す
。

●
基
本
目
標
Ⅱ　
仕
事
と
家
庭
生
活
の

調
和
の
推
進

　

就
業
は
、
人
々
の
生
活
の
経
済
的
基

盤
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
働

ず
一
人
の
人
間
と
し
て
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
は
、
男
女
の
人
権
の
尊
重
を
基
本

目
標
に
、「
男
女
共
同
参
画
に
向
け
た

意
識
づ
く
り
」
、「
一
人
一
人
を
大
切

に
す
る
教
育
・
学
習
の
推
進
」
、「
あ

く
こ
と
に
よ
り
達
成
感
が
得
ら
れ
る
点

で
も
重
要
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
家
族
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
を
形
成
す
る
う
え
で
も
重
要
な
も
の

で
す
。

　

市
は
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
調
和
の

推
進
を
基
本
目
標
に
、「
働
く
場
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
」
、「
仕
事
と
家

庭
生
活
・
地
域
活
動
な
ど
と
の
両
立
支

援
」
に
関
す
る
施
策
に
努
め
ま
す
。

●
基
本
目
標
Ⅲ　
健
康
で
安
全
・
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

　

男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
の
特
徴
を
理

解
し
合
い
、
生
涯
を
通
じ
て
心
身
共
に

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
の
前
提
と
な
る
も

の
で
す
。

　

市
は
、
健
康
で
安
全
・
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
基
本
目
標
に
、

「
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
心
身
の
健
康

保
持
増
進
」
、「
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の

整
備
」
に
関
す
る
施
策
に
努
め
ま
す
。

●
基
本
目
標
Ⅳ　
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男

女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
が
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に

参
画
し
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
形
成
す
る
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

　

市
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
男
女
共
同

参
画
の
推
進
を
基
本
目
標
に
、「
政
策

立
案
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同

参
画
」
、「
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
参
画
の

推
進
」
に
関
す
る
施
策
に
努
め
ま
す
。

　
計
画
の
推
進

　

こ
の
計
画
は
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

な
ど
広
範
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
市
民
・
事
業
所
・
各
種

団
体
な
ど
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
・
事
業

所
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
施
策
や
事

業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
第
2
次
成
田
市
男
女
共
同
参
画
計

画
」
と
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
ま
と

め
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
報
告
書
」
は
、
行

政
資
料
室（
市
役
所
1
階
）、
下
総
・

大
栄
支
所
、
各
公
民
館
、
図
書
館
、

保
健
福
祉
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
画
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/sisei/sosiki/kikaku/
index

0003.htm
l

）で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。く
わ
し
く
は
同
課（
☎

20
‐
1
5
0
0
）へ
。

男女共同参画社会の実現

推  進

●意識改革と身近な活動

●意思決定への女性の
　参画

●庁内各課の連携による
　推進体制の充実

●職員間の男女共同参画
　意識の醸成

●多様な働き方を可能に
　する労働条件の整備

●さまざまな活動の展開
　と支援

市民は

家庭や地域活動の中で男女
共同参画を実践しましょう

市では

計画に基づき男女共同参画
施策を総合的、効果的に展
開します

地域団体、
事業所などでは

職場や団体活動の中で男女
共同参画を実践しましょう

5 広報なりた 2011.5.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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